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那
覇
市
歴
史
博
物
館

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
来
琉
２
０
０
周
年
記
念

ウ
ラ
ン
ダ
ー
が
や
っ
て
き
た
！

ま
あ
さ
ん

壺
屋
焼
物
博
物
館

開
館
時
間
　
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１ 

　  

８
６
２
・
３
７
６
２

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
　
10
時
～
19
時
　
木
曜
休
館 

観
覧
料
　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下
　
無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６

９
月
３
日（
土
）
～
10
月
5
日（
水
）

現
代
沖
縄
陶
工
展

「
金
城
吉
彦
・
博
美
」
～
作
陶
の
軌
跡
～

　
金
城
吉
彦
氏
は
人
間

国
宝
に
認
定
さ
れ
た
祖

父
・
金
城
次
郎
氏
、
そ

し
て
父
・
敏
男
氏
の
技

を
引
き
継
ぎ
作
陶
す
る

壺
屋
焼
の
陶
工
で
す
。

妻
の
博
美
氏
は
県
外
の
出
身
。
伝
統
的
な
壺
屋
焼
だ
け

で
な
く
、
朝
鮮
時
代
の
三
島
や
真
っ
白
な
磁
器
も
制
作

し
て
い
ま
す
。
お
二
人
の
作
品
と
共
に
こ
れ
ま
で
の
作

陶
の
軌
跡
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

　
９
月
２
日
（
金
）
～
９
月
22
日
（
木
）

 

　
３
階
企
画
展
示
室
　
　 

無
料

宮
城
忍
　
漆
喰
シ
ー
サ
ー
展『
遊
と
造
形
Ⅱ
』

　 
今
回
の
『
遊
と
造
形
Ⅱ
』
は
、

初
個
展
『
遊
と
造
形
』
か
ら
17

年
ぶ
り
の
個
展
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
沖
縄
の
自

然
、
主
に
石
灰
岩
と
漆
喰
シ
ー

サ
ー
が
混
じ
り
合
っ
て
遊
ん
で

い
る
よ
う
な
造
形
を
表
現
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催 

宮
城
忍
）

　 

９
月
27
日
（
火
）
～
10
月
２
日
（
日
）

　 

３
階
企
画
展
示
室
　
　
無
料

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　
常
設
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
、
学
芸
員
が
展
示
会
場

で
解
説
し
ま
す
。

　 

９
月
18
日
（
日
）
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

　 

常
設
展
の
観
覧
料
が
必
要
で
す
（
大
学
生
以
下
は
無
料
）

　 

不
要
。当
日
、博
物
館
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場

費費

期

FAX

ぷち

うちな～ぐちや
あじくーたー

お
い
し
い
。
反
対
語
は
「
に
い
さ
ん
」。

例
文
「
お
ば
あ
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や
、
い
っ
ぺ
ー
　
ま
あ
さ
ん
」

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
は
、
と
て
も
お
い
し
い
）。

 

監
修
　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会 

☎
８
６
１
・
１
９
０
９

なはのホットな話題は市FacebookやLINE@でなは NEWS Digestなは NEWS Digest

真和志地域乗合タクシー実証実験
～誰もが移動しやすいまちを目指して～

図書館のおしごと体験
～繁多川図書館・小学生インターンシップ～

第５次総合計画　学生ワークショップ
～こんな那覇市に住みたいな　なったらいいな～

　乗合タクシーとは、事前に予約をし、自宅など
から目的地まで、同じ時間帯の利用を希望した人
と乗合で利用する公共交通機関です。対象地区は、
起伏にとんだ丘陵台地からなり、地域内の道路が
狭隘な真和志地域です。大人 300 円で、運行エ
リア内とエリア外の安里駅で乗り降りができます。
　繁多川公民館広場で行われた出発式で、城間
市長は「地域のみなさまの生活の足として、人と人、
人と地域をつなぐ身近な交通手段として、多くの
方に利用していただきたい」と本格運行の実現に
向け、期待を込めました。

　繁多川図書館では、夏休み企画として子どもた
ちを対象に、図書館のおしごと体験を行いました。
本の「分類記号」について学んだあと、早速、借
りられた本を書架に戻す「配架」という作業に挑戦。
子どもたちはゲーム感覚で楽しく作業することがで
きましたが、「走っちゃダメですよ」と、注意され
る場面もありました。
　今年で２度目の体験をした松川小学校５年生の
上原涼葉さんは、図書館が大好きとのこと。月に
12 冊の本を読むそうです。「本は作者の感情を知
ることができる」と、読書の魅力を教えてくれました。

　まちづくりの基本的な指針となる総合計画は、
市の行政計画の最上位にあるものです。現在策
定中の第５次総合計画に中学生の意見を反映さ
せようと、ワークショップが開かれました。「こん
な那覇市に住みたいな　なったらいいな」をテー
マに、35 人が 6 チームに分かれて行われました。
　最終発表では、「街灯を増やして安全な道路を」
など身近なことを取り上げた提言が多かったです
が、一方で「Wi-Fi スポットを増やしてもっとネッ
ト環境を良くしてほしい」という “ いまどき ” な意
見もあり、会場は大いに盛り上がりました。
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那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

国
宝
尚
家
資
料
９
月
の
特
別
展
示

「
縞
と
絣
の
夏
衣
裳
」

　
今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

２
０
０
年
前
の
１
８
１
６
年
、

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
ら
が
率
い
る

２
隻
の
イ
ギ
リ
ス
船
が
那
覇
の

港
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら

は
東
シ
ナ
海
を
測
量
す
る
目
的

で
琉
球
を
訪
れ
、
約
１
か
月
の

間
、
那
覇
に
滞
在
し
ま
す
。
当

時
の
琉
球
で
は
、
ウ
ラ
ン
ダ
ー

（
西
洋
人
）
と
の
交
流
に
は
大

き
な
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
滞
在
中
に
琉
球
人
と
イ

ギ
リ
ス
人
の
間
で
様
々
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、｢

ウ
ラ
ン
ダ
ー
が
や
っ
て
き

た
！｣

と
題
し
て
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
来
琉
に
焦
点
を
あ

て
、
琉
球
側
の
史
料
か
ら
見
え
る
琉
球
の
イ
ギ
リ
ス
船

へ
の
対
応
、
交
流
の
状
況
や
、
お
互
い
の
出
会
い
が
そ

の
後
の
両
者
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
文
化
講
座

9
月
11
日
（
日
）
14
時
～
16
時

｢

琉
球
と
イ
ギ
リ
ス
―
そ
の
出
会
い
と
、
イ
メ
ー
ジ
の

す
れ
違
い
―｣

講
師
　
浜
川
　
仁
（
沖
縄
キ
リ
ス
ト

教
学
院
大
学
教
授
）

10
月
16
日
（
日
）
14
時
～
16
時

｢

琉
球
の
漂
流
民
送
還
体
制
と
ウ
ラ
ン
ダ
ー
の
来
琉
に

つ
い
て｣

講
師
　
麻
生
　
伸
一
（
沖
縄
県
立
芸
術
大

学
専
任
講
師
）

○
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

9
月
25
日
（
日
）　
14
時
～
14
時
45
分

10
月
30
日
（
日
）　
14
時
～
14
時
45
分
　

解
説
　
鈴
木
　
悠
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

　 

９
月
３
日
（
土
）
～
11
月
９
日
（
水
）

　

　 　

今
月
の
テ
ー
マ

　

　 　

今
月
の
テ
ー
マ

那覇港出船の様子

期期費 日申 場

期


